
も
う
す
ぐ
寒
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま

す
。
冬
の
お
風
呂
は
、
楽
し
さ
が
広
が
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
持
病
を
お
持

ち
の
方
は
要
注
意
で
す
。
人
間
は
、
服
を

脱
ぐ
と
一
気
に
体
表
面
の
温
度
が
下
が
っ

て
し
ま
い
血
圧
も
急
上
昇
し
ま
す
。
そ
の

ま
ま
熱
い
お
風
呂
に
入
る
と
血
圧
は
上

が
り
ま
す
が
、
体
が
温
ま
っ
て
く
る
と
反

対
に
血
圧
は
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
長

い
間
肩
ま
で
つ
か
っ
た
後
、
急
に
立
ち
上

が
る
と
拡
張
し
た
末
梢
血
管
の
収
縮
が

遅
れ
、
血
圧
は
急
激
に
低
下
し
、
寒
い
脱

衣
所
で
血
圧
は
上
昇
し
ま
す
。
こ
の
変
化

が
元
々
持
病
の
あ
る
高
齢
者
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
持
病
を
お
持
ち
の
方
は
、
脱

衣
所
を
温
め
て
お
く
な
ど
健
康
管
理
に

注
意
し
て
下
さ
い
。

城本 高志

脳神経内科部長

大浜第一病院サーモグラフィー担当
皆様の体温チェックを行って感染拡大防止に

努めています

　 今年は台風が4 件、その内9月は2件接近しました。

沖縄地方へ接近した台風は、 過去 70 年間で 7 月～ 9 月に

各月 2件だったのが、 ここ 10 年で 5 月～10 月に各月2 件

と増えています。温暖化の防止や新型コロナの終息は、 環

境を思いやることから始まるかもしれません。

Text :  事務部  固本
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片頭痛って

ご存知ですか？

自
宅
で
出
来
る
片
頭
痛
の

予
防
策
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い

先
生
の
診
察
を
受
け
た
い
ん

で
す
が
︑
予
約
を
す
る
こ
と
は

可
能
で
す
か
？

頭
痛
学
会
が
推
奨
し
て
い
る

も
の
と
し
て
左
記
が
あ
り
ま
す
。

①
睡
眠
不
足
を
避
け
、
朝
早
起
き
し

て
散
歩
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
、

腕
立
て
伏
せ
な
ど
特
に
肩
周
囲
の

筋
肉
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

③
姿
勢
を
正
し
、
特
に
う
つ
む
き
姿

勢
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
ど
う
し
て
も
避
け
ら
れ
な
い

誘
因
も
あ
り
ま
す
。（
天
候
、
生
理
中

な
ど
）
人
そ
れ
ぞ
れ
誘
因
は
異
な
り

ま
す
の
で
、
外
来
で
は
『
頭
痛
ダ
イ
ア

リ
ー
』
を
付
け
て
も
ら
い
チ
ェ
ッ
ク
す

る
事
で
、
適
切
な
予
防
策
・
治
療
薬

を
個
別
に
選
択
し
て
い
き
ま
す
。

外
来
通
院
中
の
方
は
、
月
曜

日
の
午
前

中
（

9
時
~
11

時
）
、
金
曜
日
の
午
後
（
14

時
~
16

時
）
ま
で
受
付
頂
け
れ
ば
受
診
可
能

で
す
。
出
来
れ
ば
事
前
に
お
電
話
な

ど
で
予
約
頂
け
た
ら
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

初
め
て
受
診
さ
れ
る
方
は
、
電
話
予

約
が
出
来
な
い
た
め
、
診
察
日
に
い

ら
し
て
下
さ
い
。

新任医師紹介 新型コロナ感染拡大予防【 咳エチケット 】

10月休診のお知らせ

私は 2005 年に奈良医大を卒業し、奈良医大付属病

院脳神経外科へ入局し臨床・ 研究活動を行って参りまし

た。 このたびは病院長、脳神経外科部長、事務部長の支

援をいただき、大浜第一病院にお世話になることになり

ました。 これまでの経験を生かして少しでも病院の発展

と地域医療へ貢献できるように努力してまいります。

ご指導ご 撻のほどよろしく お願いいたします。

感染拡大予防の為マスクを着用している方は多いと思いますが、

咳やく しゃみをする際周囲に気を配っておりますか？感染者を増加

させないために、咳・ く しゃみをする時、「 マスクやティ ッシュ・ ハ

ンカチ、袖、肘の内側」 などを使って、口や鼻をおさえることが重

要になっています。また、人と人との対面距離が近い接触（ 互いに

手を伸ばしたら届く 距離でおよそ２ｍとされています） が、一定時

間以上あると感染リスクが高く なります。感染しやすい環境に行く

ことを避け、咳エチケット 、 手洗いを徹底しましょう 。

質問： どう して脳外科医になろうと思ったんですか？

回答： 初期研修医の頃に熱心な脳神経外科医師の強い

後押しがきっかけです。

質問： 休日をどう過ごしていますか？

回答： 家でテレビ等を見てゆっく りしています。

午前

月

百次 仁 百次 仁

輪島大介

輪島大介検査 手術

手術百次 仁
※予約のみ琉大輪番

琉大輪番

火 水 木 金 土

午後

【 名 前】　

輪島大介（ ワジマ ダイスケ）

【 診療科】　

脳神経外科

診療科 担当医師

内科 徳田安春 10 月29 日 (木 )

10 月23 日 (金 )

10 月8 日 (木 )

10 月3 日 (土 )

代診なし

代診なし

代診なし

代診なし

代診なし

代診なし

10月13日 (月 )/10月15日(木)/10月16日 (金 )

10月3日 (土)/10月10日(土 )/10月17日 (土 )

10 月26日 (月 )午後/10月31日 (土 )

10月2日(金) 受付10： 00迄※予約のみ
10月16日(金) 受付10： 00迄※予約のみ
 10月24日(木) 受付10： 00迄※予約のみ

野原博和

安里英樹

黒田周一

輪番医師

知念 弘

眼科

整形外科

形成外科

休診日 備考

9月24 日時点のお知らせになります。

み
な
さ
ん
頭
痛
を
経
験
さ
れ
た
事
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。
何
と
頭
痛
の
種
類
は
約

3
0
0
種
類
程
度
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
誰

し
も
経
験
の
あ
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど

冷
た
い
物
を
食
べ
た
ら
起
こ
る
頭
痛
か

ら
、
脳
卒
中
な
ど
命
に
も
関
わ
る
危
険
な

頭
痛
ま
で
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
も
特
に
多
い
の
が
片
頭
痛
で
す
。
全
人

口
の
約
8
.
5
％
程
度
が
罹
患
す
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
決
し
て
珍
し
い
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
片
頭
痛
は
疾
患
に
対

す
る
疾
病
損
失
期
間
（
働
け
な
い
、
日
常

生
活
に
負
担
が
か
か
る
な
ど
）
が
腰
痛
に

次
い
で
、
以
前
よ
り
第
２
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。
片
頭
痛
に
よ
り
学
校
・
仕
事
・
家

事
な
ど
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
為
で

す
。
も
ち
ろ
ん
頭
部
C
T
・
M
R
I
な
ど

で
、
ま
ず
は
命
に
係
わ
る
頭
痛
を
調
べ
る

事
が
重
要
に
な
り
ま
す
が
、
片
頭
痛
に
特

化
し
た
検
査
は
な
く
、
問
診
の
み
で
診
断

し
ま
す
。
我
々
医
師
は
命
に
関
わ
る
・
緊

急
性
の
あ
る
病
気
に
対
す
る
医
学
教
育
は

再
確
認

あ
な
た
と
患
者
を

守
り
ま
す

冬のお風呂での血圧変動は
要注意！

医療の知恵袋

先
輩
ナ
ー
ス

密
に
受
け
ま
す
が
、
片
頭
痛
な
ど
に

対
す
る
教
育
は
専
門
医
で
な
い
と
ほ

と
ん
ど
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
と
り
あ

え
ず
鎮
痛
薬
で
様
子
を
み
る
事
が
多

い
で
す
。
原
因
の
分
か
ら
な
い
頭
痛

で
、
鎮
痛
薬
を
た
く
さ
ん
飲
み
続
け

る
と
副
作
用
に
よ
り
消
化
管
潰
瘍
・

腎
臓
不
全
・
心
筋

塞
・
脳
卒
中
な

ど
臓
器
障
害
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
鎮
痛
薬
な
ど
を
乱
用

す
る
事
で
頭
痛
を
誘
発
し
て
し
ま
い

ま
す
。
片
頭
痛
は
適
切
な

予
防
・
治

療
を
行
え
ば
、
調
節
す
る
事
が
可
能

で
す
。
片
頭
痛
の
特
徴
的
な
症
状
を

図
に
示
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状

に
あ
て
は
ま
る
人
が
い
れ
ば
早
め
に

脳
神
経
内
科
な
ど
の
専
門
医
を
受
診

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

“ 夢は一夜にして成りません。
年数をかけるところに、またその過程に

”こそ、ロマンがあるのです。

―西大條学―
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特定疾患とは、 手術等で簡単に治すこと

が厳しい病気で、 主に薬の服用等で痛みを

軽減する疾患に該当します。 病院やクリニックを長

期間通ってしまうと、 医療費が莫大な金額になって

しまうため、 本人の収入に応じて月々の上限額が定

められており、 安心して医療が受けられる仕組みと

なっています。 手続きには診断書等を保健所へ提出

する必要があるため、詳しくは窓口までお尋ね下さい。

医師から「 特定疾患」 に該当するため

手続きを勧められたんですが、それって何

ですか？

の通知表からだからだ 検査科

上江田ゆかり

〈 結核感染のコワイ話〉

結核は、空気感染で人から人へと感染し

ます。唾液などの飛沫は1ｍほどしか飛びま

せんが、飛沫核はそれより小さく 軽いため、

一定範囲内のすべての人に感染の危険があ

ります。結核菌に感染しても、必ずしも結核

になるわけではなく 、すぐに発症する人（ 一

次結核）は5％未満となっており、ほとんど

は体内で結核を封じこめている状態（ 滞在

性結核）です。その後、免疫力の低下により

約5％の人が発症（ 二次結核）しますが、約

90％の人は潜在性結核のままということに

なります。結核の症状は長引く咳や痰などの

呼吸症状や、発熱や体重減少などの全身症

状などがありますがいずれも風邪と区別が

つかない場合が多く 、診断・ 治療の遅れが

集団感染となってしまうことがあります。
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今
日
現
在
に
お
い
て
も
、
世

界
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

︵
C
O
V
I
D
ー
19
︶
の
感
染
爆

発
が
続
い
て
い
る
。
そ
ん
な
ウ
イ

ル
ス
の
こ
と
を
、
我
が
国
で
は
ま

だ
ど
こ
か
対
岸
の
火
事
と
捉
え
て

い
た
、
2
0
2
0
年
2
月
末
か
ら

3
月
中
旬
の
イ
タ
リ
ア
。感
染
者
・

死
者
は
増
加
を
続
け
E
U
最
速
で

非
常
事
態
を
宣
言
、
医
療
体
制
は

日
に
日
に
逼
迫
し
、
全
土
に
て
外

出
は
禁
じ
ら
れ
、
人
々
の
繋
が
り

が
絶
た
れ
て
い
っ
た
日
々
を
エ
ッ

セ
イ
で
綴
る
。
著
者
は
イ
タ
リ
ア

の
パ
オ
ロ
・
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
。
小

説
家
と
し
て
2
0
0
万
部
超
え
の

セ
ー
ル
ス
を
記
録
し
、
数
々
の
文

学
賞
を
受
賞
。
そ
の
一
方
で
、
素

粒
子
物
理
学
を
学
び
博
士
号
を
取

得
し
た
経
歴
を
持
つ
。
ジ
ョ
ル

ダ
ー
ノ
の
言
葉
に
は
、
科
学
的
な

姿
勢
で
冷
静
に
事
態
を
と
ら
え
、

感
染
症
の
広
が
り
を
数
学
的
に
説

明
す
る
﹁
理
系
的
な
一
面
﹂
と
、

文
学
的
な
感
性
に
溢
れ
な
が
ら
悲

惨
な
現
状
を
嘆
く
﹁
文
系
的
な
一

面
﹂
が
同
居
す
る
。
実
は
筆
者
で

あ
る
私
は
、
以
前
に
数
年
間
イ
タ

リ
ア
に
駐
在
し
た
経
験
を
持
つ
。

こ
の
エ
ッ
セ
イ
で
描
か
れ
る
正
に

そ
の
期
間
、
現
地
の
友
人
へ
幾
度

も
連
絡
を
取
っ
た
。
あ
の
陽
気
な

イ
タ
リ
ア
人
、
あ
ふ
れ
か
え
る
観

光
客
は
忽
然
と
街
か
ら
姿
を
消

し
、
そ
の
代
わ
り
に
軍
が
テ
ン
ト

を
張
っ
た
野
戦
病
院
や
遺
体
を
市

街
へ
運
び
出
す
数
々
の
軍
用
車
が

出
現
し
た
そ
う
だ
。
騒
が
し
く
も

愛
お
し
い
イ
タ
リ
ア
に
戻
れ
る
日

は
い
つ
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
正
し

く
希
望
を
持
ち
な
が
ら
、﹁
僕
は

忘
れ
た
く
な
い
﹂
と
繰
り
返
さ
れ

る
印
象
的
な
後
書
き
は
、
日
伊
問

わ
ず
今
こ
の
瞬
間
や
、
夢
見
る
終

息
後
に
も
読
ま
れ
る
べ
き
文
章
だ
。

非常事態下で綴られた、イタリア人作家の痛切な叫び

コ
ロ
ナ
の
時
代
の
僕
ら

パ
オ
ロ
・
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ

早

川
書

房

ウルティモ尾本

   おもと会統括本部

　移住三年目に突入。

　好きな沖縄料理は

　クーブイリチー。

臨床工学科

前川正樹

「
A
E
D
の
画
面
を

見
た
事
あ
り
ま
す
か
？
」

階
段
を
上
が
る
動
作
は
、
平
地
を
歩
く
動

作
の
約
2
.
6
倍
の
運
動
量
が
有
り
ま
す
。

階
段
を
上
が
る
と
き
に
、
身
体
の
使
い
方
と

意
識
を
少
し
変
え
れ
ば
鍛
え
ら
れ
る
部
位
が

変
わ
っ
て
き
ま
す
。

足
腰
に
痛
み
が
あ
る
方
や
体
力
が
弱
い
方

は
、
無
理
を
し
な
い
範
囲
で
行
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
科

伊
野
波

盛
邦

健
康
運
動
指
導
士

「 階段を上手に利用して身体を鍛えよう ! ! 」

つ
ま
先
重
心
で
階
段
を
上
が
る

か
か
と

重
心
で
階
段
を
上
が
る

運動効果

・ ふく らはぎを鍛える。

・ 太ももの前を鍛える。

運動効果

・ お尻を鍛える。

・ 太ももの後ろを鍛える。

階段を下りる時には、

手すりなどを利用し

気をつけましょう。

注意

皆
さ
ん
A
E
D
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

自
動
体
外
式
除
細
動
器
の
事
で
心
肺
停
止
に

な
っ
た
方
に
蘇
生
措
置
を
行
う
際
に
使
用
さ

れ
ま
す
。
病
院
で
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
式
除
細
動

器
を
使
用
す
る
の
が
一
般
的
で
主
に
コ
ン
ビ

ニ
や
公
共
施
設
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
習
を
受
け
ら
れ
た
方
以
外
は
ご
覧
に
な
っ

た
事
が
無
い
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

A
E
D
を
開
け
る
と
こ
の
よ
う
に
画
面
に
蘇

生
方
法
・
使
用
方
法
が
表
示
さ
れ
、
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
沿
っ
て
誰
で
も
蘇
生
措
置
を
行
う
事

が
可
能
で
す
。

総
合
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
で
は
２
０

１
９
年
４
月
か
ら
大
腸
C
T
検
査
を

開
始
し
ま
し
た
。

大
腸
C
T
検
査
は
、
内
視
鏡
を
大
腸

内
に

挿
入
せ
ず
に
大
腸
を
調
べ
る

新

し
い
検
査
で
す
。肛
門
か
ら
細
い

管
を

約
10
c
m
程
挿
入
し
、
炭
酸
ガ
ス
を
注

入
し
て
大
腸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
Ｃ
Ｔ

撮
影
を
し
ま
す
。
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
す

る
こ
と
に

よ

っ

て
内

視
鏡
の

よ
う

な

画
像

を

作
っ
て
大
腸
内
を
観
察
し
ま
す
。

大
腸
C
T
検
査
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す

「
初
期
研
修
医
の
う
ち
は
、
解
ら
な
い
こ
と

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
年
数
を
重
ね
る

に
つ
れ
、
逆
に
聞
か
れ
る
立
場
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
に
多
く
の
経
験
を
し
て
、
自
分
で
判

断
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
」
そ
う
語
る
の

は
4
月
に
入
職
し
た
研
修
医
1
年
目
の
新
米

医
師
。
医
療
現
場
で
求
め
ら
れ
る

知
識
や
技

術
、
判
断
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
研
修
医
同

士
で
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
た
り
、
経
験
豊
富
な

医
師
か
ら
の
講
義
や
説
明
を
受
け
し
っ
か
り

学
ん
で
い
ま
す
。

縫合シミ ュレーショ ン
（ 指に深い傷がある場合を想定） （ スポーツで手を負傷した場合を想定）

救急で役に立つシーネ固定実習
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大腸CTの長所・ 短所


